
資料４－３

一般国道２号 安芸バイパス

一般国道２号 東広島バイパス



道路建設事業の再評価項目調書 
 
事業名 一般国道２号 安芸

あ き

バイパス 事業 
区分 

一般国道 事業 
主体 

国土交通省 
中国地方整備局 

起終点 自：広島県東広島
ひがしひろしま

市八本松
はちほんまつ

町
ちょう

宗吉
むねよし

 

至：広島県広島
ひろしま

市安芸
あ き

区上瀬野
か み せ の

町
ちょう

上瀬野
か み せ の

 

延長 
７．７km 

事業概要  

 一般国道２号は、大阪
おおさか

市から北 九 州
きたきゅうしゅう

市に至る延長約６８０ｋｍの主要な幹線道路であり、西日本の大動

脈として沿道地域の産業・社会活動や住民の生活に大きな役割を果たす重要な路線である。 

安芸
あ き

バイパスは、国道２号の慢性的な交通混雑の緩和、交通安全の確保、周辺地域との連携強化を図るこ

とを目的とした延長７．７kmの４車線道路である。 
Ｈ７年度事業化 Ｓ４９年度都市計画決定 Ｈ９年度用地着手 Ｈ１２年度工事着手 

全体事業費 約680億円 
事業進捗率 
（R3年度末見込） 

69％ 供用済延長 0.0ｋｍ 

計画交通量   61,000  ～  64,600台/日 
費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ （3便益） 総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  
(事業全体)   4.1 
 
(残事業)   15.1 

   234 / 863  億円 
 事業費    ：170/799億円 
 維持管理費： 63/ 63億円 

      3,539  /  3,539億円 
 走行時間短縮便益： 2,971/2,971億円 
 走行費用減少便益：   482/  482億円 
 交通事故減少便益：   86/   86億円 

令和３年 

感度分析の結果  
(事業全体) 交 通 量：B/C＝3.8～4.4(交 通 量±10％）      (残事業) 交 通 量：B/C＝14.2～16.2(交 通 量±10％）

事 業 費：B/C＝4.0～4.2(事 業 費±10％）          事 業 費：B/C＝14.1～16.3(事 業 費±10％）
事業期間：B/C＝3.8～4.4(事業期間±20％）          事業期間：B/C＝14.2～16.1(事業期間±20％）

事業の効果等 
 

 
① 円滑なモビリティの確保 

・損失時間の削減が見込まれる【約 15,292.1 万人・時間/年→約 14,721.9 万人・時間/年】 

・利便性の向上が期待できるバス路線が存在する【広島～瀬野～西条 50便/日、志和循環線 11便/日】 

・広島市安芸区役所から東広島駅（新幹線停車駅）へのアクセスが向上 

【広島市安芸区役所～東広島駅：57分⇒44分】

・広島市安芸区役所から広島空港へのアクセスが向上【広島市安芸区役所～広島空港：60分⇒53分】 

②物流効率化の支援 

・東広島市から広島港（国際拠点港湾）までのアクセスが向上【東広島市役所～広島港：67分⇒49 分】 

③国土・地域ネットワークの構築 

・高規格道路「東広島廿日市道路」の一部として位置付け 

・日常活動圏の中心都市へのアクセスが向上【東広島市役所～広島市役所：71分⇒53分】 

④個性ある地域の形成 

・拠点開発プロジェクトを支援【広島中央テクノポリス】 

⑤安全で安心できるくらしの確保 

・三次医療施設へのアクセスが向上【東広島市役所～県立広島病院：68分⇒49分】 

⑥災害への備え 

・広島県の第1次緊急輸送道路に指定（一般国道2号） 

⑦地球環境の保全 

・ＣＯ２排出量が約51.5千t/年(約1.3％）削減【3,996.2千t/年→3,944.7千t/年】 

⑧生活環境の改善・保全 

・ＮＯｘ排出量が約 225.6t/年(約 2.3％）削減【9,820.5t/年→9,594.8t/年】 

・ＳＰＭ排出量が約12.2t/年(約2.4％）削減【517.7t/年→505.6t/年】 

・広島市安芸区上瀬野における夜間の騒音が改善される見込み 
⑨他のプロジェクトの関係 
 「第6次広島市基本計画（令和2年6月）」、「広島県道路整備計画2021」等、に位置づけあり 

-1-



関係する地方公共団体等の意見  
 広島県知事の意見：継続とする対応方針については妥当である。 

一般国道２号安芸バイパス，東広島バイパスは，広島市と東広島市との広域的な連携を担う路線であり，国道２号

の渋滞緩和や円滑な物流機能の強化を図るだけでなく，広島空港へのアクセスや災害時のダブルネットワークとし

て，山陽自動車道の代替機能を担う重要な道路であり，早期の全線整備が必要です。引き続き，コスト縮減を徹底

していただきながら，早期完成に向けて確実に整備を進めていただきたい。 

 

広島市長の意見：事業再評価に係る対応方針（原案）については異存ありません。 
国道２号の渋滞緩和や広島空港へのアクセス強化、さらに広域連携の強化や地域の産業活動の活性化のためにも、
全線の早期供用に向けて、着実に整備を進めていただきたい。 
 
 事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等   
・ 国道２号は広島市街地と東広島市方面を結ぶ唯一の幹線道路であり、慢性的な交通渋滞の発生により、日常生

活や経済活動の支障となっている。 

・ 広島空港への機能集約と広島西飛行場のヘリポート化により、広島市から広島空港へのアクセス向上が求めら
れている。 

・ 道路線形不良箇所の存在により、交通事故が多く発生している。 
・ 自動車部品工場が集積している東広島市内では、新たな産業団地の開発が進んでおり、大型車による広島市内

への部品輸送が多い。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  
 令和３年度末で事業全体の進捗率は６９％である。 

 事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
 引き続き早期全線開通を目指し事業を推進する。 

施設の構造や工法の変更等  
今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、事業を推進していく。 

対応方針  事業継続 
対応方針決定の理由  
 以上の状況を勘案すれば事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 
事業概要図  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳と一致しないことがある。 
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道路建設事業の再評価項目調書 
 
事業名 一般国道２号 東広島

ひがしひろしま

バイパス 事業 
区分 

一般国道 事業 
主体 

国土交通省 
中国地方整備局 

起終点 自：広島県広島
ひろしま

市安芸
あ き

区上瀬野
か み せ の

町
ちょう

上瀬野
か み せ の

 

至：広島県安芸
あ き

郡海田
か い た

町南堀川
みなみほりかわ

町
まち

 

延長 
９．６km 

事業概要  

 一般国道２号は、大阪
おおさか

市から北 九 州
きたきゅうしゅう

市に至る延長約６８０ｋｍの主要な幹線道路であり、西日本の大動

脈として沿道地域の産業・社会活動や住民の生活に大きな役割を果たす重要な路線である。 

東広島
ひがしひろしま

バイパスは、国道２号の慢性的な交通混雑の緩和、交通安全の確保、周辺地域との連携強化を図

ることを目的とした延長９．６kmの４車線道路である。 
Ｓ５０年度事業化 Ｓ４９年度都市計画決定 Ｓ５７年度用地着手 Ｈ５年度工事着手 

全体事業費 約1,240億円 事業進捗率 
（R3年度末見込） 86％ 供用済延長 7.7ｋｍ 

計画交通量   55,200～68,400台/日 
費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ （3便益） 総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  
(事業全体)  2.4 
 
(残事業)   14.5 

   184 / 2,167  億円 
 事業費    ：135/2,087億円 
 維持管理費：49/80億円 

      2,678  /  5,180億円 
 走行時間短縮便益： 2,426/4,424億円 
 走行費用減少便益：   214/  621億円 
 交通事故減少便益：   37/  135億円 

令和３年 

感度分析の結果  
(事業全体) 交 通 量：B/C＝2.0～2.9(交 通 量±10％）      (残事業) 交 通 量：B/C＝11.4～17.6(交 通 量±10％） 

事 業 費：B/C＝2.4～2.4(事 業 費±10％）          事 業 費：B/C＝13.5～15.7(事 業 費±10％） 
事業期間：B/C＝2.2～2.6(事業期間±20％）          事業期間：B/C＝13.5～15.5(事業期間±20％） 

 事業の効果等  
① 円滑なモビリティの確保 

・損失時間の削減が見込まれる【約 15,423.6 万人・時間/年→約 14,721.9 万人・時間/年】 

・利便性の向上が期待できるバス路線が存在する 

【広島～瀬野～西条 77 便/日（阿戸線、東雲線を含む）、畑賀線 16便/日】 

・広島市安芸区役所から東広島駅（新幹線停車駅）へのアクセスが向上 

【広島市安芸区役所～東広島駅：57 分⇒44分】 

・広島市安芸区役所から広島空港へのアクセスが向上【広島市安芸区役所～広島空港：60 分⇒53分】 

②物流効率化の支援 

・東広島市から広島港（国際拠点港湾）までのアクセスが向上【東広島市役所～広島港：67分⇒49 分】 

③都市の再生 

・当該路線は中心市街地（DID地区内）内の事業 

・都市計画道路密度が向上【1.0km/km2→1.7km/km2】 

④国土・地域ネットワークの構築 

・高規格道路「東広島廿日市道路」の一部として位置付け 

・日常活動圏の中心都市へのアクセスが向上【東広島市役所～広島市役所：71分⇒53分】 

⑤個性ある地域の形成 

・拠点開発プロジェクトを支援【広島中央テクノポリス】 

⑥安全で安心できるくらしの確保 

・三次医療施設へのアクセスが向上【東広島市役所～県立広島病院：68分⇒49分】 

⑦災害への備え 

・広島県の第1次緊急輸送道路に指定（一般国道2号） 

⑧地球環境の保全 

・ＣＯ２排出量が約 59.4 千 t/年(約 1.5％）削減【4,004.1 千 t/年→3,944.7 千 t/年】 

⑨生活環境の改善・保全 

・ＮＯｘ排出量が約 250.4t/年(約 2.5％）削減【9,845.2t/年→9,594.8t/年】 

・ＳＰＭ排出量が約 13.5t/年(約 2.6％）削減【519.1t/年→505.6t/年】 

・広島市安芸区中野東における昼間および夜間の騒音が改善される見込み 

⑪他のプロジェクトの関係 

 「第 6次広島市基本計画（令和 2年 6月）」、「広島県道路整備計画 2021」等、に位置づけあり 
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関係する地方公共団体等の意見  
広島県知事の意見：継続とする対応方針については妥当である。 

一般国道２号安芸バイパス，東広島バイパスは，広島市と東広島市との広域的な連携を担う路線であり，国道

２号の渋滞緩和や円滑な物流機能の強化を図るだけでなく，広島空港へのアクセスや災害時のダブルネットワ

ークとして，山陽自動車道の代替機能を担う重要な道路であり，早期の全線整備が必要です。引き続き，コス

ト縮減を徹底していただきながら，早期完成に向けて確実に整備を進めていただきたい。 

 

広島市長の意見：東広島バイパスの事業再評価に係る対応方針（原案）については異存ありません。 

国道２号の渋滞緩和や広島空港へのアクセス強化、さらに広域連携の強化や地域の産業活動の活性化のために

も、海田高架橋を含む全線の早期供用に向けて、着実に整備を進めていただきたい。 

 事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等   
・ 国道２号は広島市街地と東広島市方面を結ぶ唯一の幹線道路であり、慢性的な交通渋滞の発生により、日常

生活や経済活動の支障となっている。 

・ 広島空港への機能集約と広島西飛行場のヘリポート化により、広島市から広島空港へのアクセス向上が求め

られている。 

・ 自動車部品工場が集積している東広島市内では、新たな産業団地の開発が進んでおり、大型車による広島市

内への部品輸送が多い。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  
・令和３年度末で事業全体の進捗率は８６％である。 

・現在までに「瀬野西 IC～海田東 IC（L=7.1km）」及び「ランプ部（L=0.6km）」が開通している。 

 事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
 引き続き早期全線開通を目指し事業を推進する。  

施設の構造や工法の変更等  
今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、事業を推進していく。 

対応方針  事業継続 
対応方針決定の理由  
 以上の状況を勘案すれば事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 
事業概要図  
 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳と一致しないことがある。 
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

一般国道２号 安芸バイパス

一般国道２号 東広島バイパス

「事業再評価」

あ き

ひ が し ひ ろ し ま

令和３年 １２月

国土交通省 中国地方整備局
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

今後の対応方針（原案）
（1）安芸バイパス

①事業の必要性の視点
1）事業を巡る社会情勢等の変化

2）事業の効果

◇費用便益比（B/C）=4.1(事業全体) 15.1（残事業)
◇道路の役割

①環境への影響を考慮した効果［約51.5千㌧/年のCO2削減］［3,996.2千㌧/年→3,944.7千㌧/年］
安芸バイパス・東広島バイパス整備に伴う速度向上による地球環境（CO2）の改善効果を算定

②物流の効率化［例）広島港～東広島市役所までの所要時間短縮約18分］［67分→49分］
③地域連携ネットワークの形成［例）広島市役所～東広島市役所までの所要時間短縮約18分］［71分→53分］
④高次医療施設への救急搬送[県立広島病院～東広島市役所までの所要時間短縮約19分]［68分→49分］

3）事業の進捗状況

②事業の進捗見込み
◇現在は工事を推進しており、令和4年度暫定開通を目指して事業を推進している。

③コスト縮減や代替案立案の可能性
◇今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、事業を推進していく。

【今後の対応方針（原案）】

◇以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、今後とも事業継続が妥当。
◇今後の事業の実施にあたっては、更なるコスト縮減に努力しつつ、効率的で効果的に事業を継続する。

◇令和3年度末で事業全体の進捗率は69％の見込みである。

１．再評価の視点

２．県・市への意見照会結果
・広島県知事の意見：継続とする対応方針については妥当である。
一般国道２号安芸バイパス，東広島バイパスは，広島市と東広島市との広域的な連携を担う路線であり，国道２号の渋滞緩和や円滑な物流機能の
強化を図るだけでなく，広島空港へのアクセスや災害時のダブルネットワークとして，山陽自動車道の代替機能を担う重要な道路であり，早期の
全線整備が必要です。引き続き，コスト縮減を徹底していただきながら，早期完成に向けて確実に整備を進めていただきたい。

・広島市長の意見：事業再評価に係る対応方針（原案）については異存ありません。
国道２号の渋滞緩和や広島空港へのアクセス強化、さらに広域連携の強化や地域の産業活動の活性化のためにも、全線の早期供用に向けて、着実
に整備を進めていただきたい。

◇社会経済情勢の変化がない。
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

今後の対応方針（原案）
（2）東広島バイパス

①事業の必要性の視点
1）事業を巡る社会情勢等の変化

2）事業の効果

3）事業の進捗状況

②事業の進捗見込み
◇現在は工事を推進しており、令和4年度暫定開通を目指して事業を推進している。

③コスト縮減や代替案立案の可能性

【今後の対応方針（原案）】
◇以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、今後とも事業継続が妥当。
◇今後の事業の実施にあたっては、更なるコスト縮減に努力しつつ、効率的で効果的に事業を継続する。

◇令和3年度末で事業全体の進捗率は86％の見込みである。
◇現在までに「瀬野西IC～海田東IC（L=7.1km）」及び「ランプ部（L=0.6km）」が開通している。

１．再評価の視点

２．県・市への意見照会結果
・広島県知事の意見：継続とする対応方針については妥当である。
一般国道２号安芸バイパス，東広島バイパスは，広島市と東広島市との広域的な連携を担う路線であり，国道２号の渋滞緩和や円滑な物流機能の
強化を図るだけでなく，広島空港へのアクセスや災害時のダブルネットワークとして，山陽自動車道の代替機能を担う重要な道路であり，早期の
全線整備が必要です。引き続き，コスト縮減を徹底していただきながら，早期完成に向けて確実に整備を進めていただきたい。

・広島市長の意見：東広島バイパスの事業再評価に係る対応方針（原案）については異存ありません。
国道２号の渋滞緩和や広島空港へのアクセス強化、さらに広域連携の強化や地域の産業活動の活性化のためにも、海田高架橋を含む全線の早期供
用に向けて、着実に整備を進めていただきたい。

◇費用便益比（B/C）=2.4(事業全体) 14.5（残事業)
◇道路の役割

①環境への影響を考慮した効果［約59.4千㌧/年のCO2削減］［4,004.1千㌧/年→3,944.7千㌧/年］
安芸バイパス・東広島バイパス整備に伴う速度向上による地球環境（CO2）の改善効果を算定

②物流の効率化［例）広島港～東広島市役所までの所要時間短縮約18分］［67分→49分］
③地域連携ネットワークの形成［例）広島市役所～東広島市役所までの所要時間短縮約18分］［71分→53分］
④高次医療施設への救急搬送[県立広島病院～東広島市役所までの所要時間短縮約19分]［68分→49分］

◇今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、事業を推進していく。

◇社会経済情勢の変化がない。
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

１．再評価の重点化･効率化判定票
（道路･街路事業_安芸バイパス）

項目
判定

判断根拠 チェック欄

事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業の効果や必要性、周辺環境等に変化がない
対象路線沿線市町村の人口 R2.3：267,782人→ R3.3：267,583人
※対象路線沿線市町村：東広島市、東広島市安芸区
対象路線沿線市町村の自動車保有台数 H30：509,941台→ R1:510,994台

変化なし
■

変化あり
□

前回評価からの事業費・事業期間の増加 増加無し
10%以内

増加 10%超え

事業費の増加
全体事業費：615億円（R2年度再評価時）→680億円（R3年度再評価時）
※増加率+10.6% □ □ ■

事業期間の増加
37年（R2年度再評価時） → 37年（R3年度再評価時）
※増加率+0% ■ □ □

前回評価からの費用対効果分析に関する影響要因の変化等

費用便益分析マニュアルに変更がない H30.2.9_費用便益分析マニュアル
変化なし

■
変更あり

□

需要量の変化（需要量等の減少が10％以内）
6,208,111 TE/日（R2年度再評価） → 6,208,111 TE/日（R3年度再評価）
※増加率0%

10%以下
■

10%超え
□

周辺ネットワークで新規事業化がない
なし
■

あり
□

下記のうち、一方もしくは両方を満たしている
・事業費に比して費用対効果分析に要する費用が大きい
・前回評価時の感度分析における下位ケース値が基準

値を上回っている

直近３ヶ年の事業費の平均に対する分析費用 0.07% ＜ 基準値（1.0%）
満足している

■
満足してない

□

前回評価で資料の作成を省略していない
省略していない

■
省略している

□

前回評価で費用対効果分析を省略していない
省略していない

■
省略している

□

その他の事由（重点的な評価が必要な特別な事由） 特になし －

以上より、審議区分 ： 重点 資料 ： 作成 費用対効果分析 ： 実施 とする。
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

１．再評価の重点化･効率化判定票
（道路･街路事業_東広島バイパス）

項目
判定

判断根拠 チェック欄

事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業の効果や必要性、周辺環境等に変化がない
対象路線沿線市町村の人口 R2.3：109,414人→R3.3:109,001人
※対象路線沿線市町村：安芸郡海田町、広島市安芸区

対象路線沿線市町村の自動車保有台数 H30：444,688台→R1：444,713台

変化なし
■

変化あり
□

前回評価からの事業費・事業期間の増加 増加無し
10%以内

増加 10%超え

事業費の増加
全体事業費：1,205億円（R2年度再評価時）→1,240億円（R3年度再評価時）
※増加率+2.9% □ ■ □

事業期間の増加
54年（R2年度再評価時） → 54年（R3年度再評価時）
※増加率+0% ■ □ □

前回評価からの費用対効果分析に関する影響要因の変化等

費用便益分析マニュアルに変更がない H30.2.9_費用便益分析マニュアル
変化なし

■
変更あり

□

需要量の変化（需要量等の減少が10％以内）
6,208,111TE/日（R2年度再評価） → 6,208,111TE/日（R3年度再評価）
※増加率0%

10%以下
■

10%超え
□

周辺ネットワークで新規事業化がない
なし
■

あり
□

下記のうち、一方もしくは両方を満たしている
・事業費に比して費用対効果分析に要する費用が大きい
・前回評価時の感度分析における下位ケース値が基準値

を上回っている

直近３ヶ年の事業費の平均に対する分析費用 0.07% ＜ 基準値（1.0%）
満足している

■
満足してない

□

前回評価で資料の作成を省略していない
省略していない

■
省略している

□

前回評価で費用対効果分析を省略していない
省略していない

■
省略している

□

その他の事由（重点的な評価が必要な特別な事由） 特になし －

以上より、審議区分 ： 要点 資料 ： 作成 費用対効果分析 ： 実施 とする。
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

２．事業概要
（1）位置図

•一般国道２号は、大阪府大阪市から福岡県北九州市を結ぶ延長約680kmの主要幹線道路である。

•安芸バイパス・東広島バイパスは、東広島市八本松町宗吉から安芸郡海田町南堀川町を結ぶ延長17.3kmの道路であり、
高規格道路「東広島廿日市道路」の一部を構成するものである。

あ き ひがし ひろ しま ひがし ひろ しま はち ほん まつ ち ょ う む ね よ し あ き かい た ちょう み な み ほ り か わ ま ち

お お さ か お お さ か ふ く お か き た き ゅ う し ゅ う

東広島バイパス

L＝9.6km

ひがしひろしま あ き

東広島廿日市道路

安芸バイパス

L＝7.7km
あ

き

か
い
た
ち
ょ
う
み
な
み
ほ
り
か
わ
ま
ち

ひ
ろ
し
ま

あ
き

か
み
せ
の
ち
ょ
う

か
み
せ
の

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

は
ち
ほ
ん
ま
つ
ち
ょ
う
む
ね
よ
し

東
広
島
市
八
本
松
町
宗
吉

広
島
市
安
芸
区
上
瀬
野
町
上
瀬
野

安
芸
郡
海
田
町
南
堀
川
町

凡 例

高規格道路

直轄国道

補助国道

今回評価路線

（開通済み）

（開通済み）

（事業中）

（事業中）

（調査中）
※東広島廿日市道路
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

２．事業概要
（2）事業目的と計画概要（安芸バイパス・東広島バイパス）

【目的】 国道２号の交通混雑の緩和、交通安全の確保、周辺地域との連携強化である。

東広島バイパス L=9.6km

海田ランプ
供用区間
L=0.6km

(H10.9供用)

(H18.3供用(2/4))
暫定供用区間 L=2.7km 暫定供用区間 L=4.4km

路 線 名
ひがしひろしま

東広島バイパス
あ き

安芸バイパス

起 終 点
起点：広島市安芸区上瀬野町上瀬野

終点：安芸郡海田町南堀川町

起点：東広島市八本松町宗吉

終点：広島市安芸区上瀬野町上瀬野

計画延長 L=9.6km L=7.7km

道路規格 第１種第３級 第１種第３級

設計速度 設計速度80km/h 設計速度80km/h

車線数 ４車線 ４車線

都市計画決定 昭和49年4月 昭和50年2月

都市計画変更 平成8年8月、平成19年2月 平成8年8月、平成19年2月

事業着手 昭和50年度 平成7年度

用地着手年度 昭和57年度 平成9年度

工事着手年度 平成5年度 平成12年度

全体事業費 約1,240億円 約680億円

ひろしま あき かみせ の ちょう かみせの

あ き かい た ちょうみなみほりかわまち

ひがしひろしま はちほんまつちょうむねよし

ひろ しま あ き かみ せ の ちょう かみ せ の

海田地区
（海田東IC
～海田西IC間）

▼土工区間

▼橋梁区間 ▼トンネル区間

（H26.3供用(2/4))

東
広
島
市
八
本
松
町
宗
吉

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

は
ち
ほ
ん
ま
つ
ち
ょ
う
む
ね
よ
し

広
島
市
安
芸
区
上
瀬
野
町
上
瀬
野

ひ
ろ
し
ま

あ
き

か
み
せ
の
ち
ょ
う

か
み
せ
の

安
芸
郡
海
田
町
南
堀
川
町

あ

き

か
い
た
ち
ょ
う
み
な
み
ほ
り
か
わ
ま
ち

標準断面図 計画概要

ひがしひろしま

安芸バイパス L=7.7km
あ き

至

岡
山
県

至

山
口
県

整備中区間（2/4）
(R4年度供用予定)

整備中区間（2/4）
(R4年度供用予定)

整備中区間（2/4） (R4年度供用予定)
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

２．事業概要
（３）事業の経緯（安芸バイパス・東広島バイパス）

海田ランプ
供用区間
L=0.6km

(H10.9供用) (H18.3供用(2/4))
暫定供用区間 L=2.7km 暫定供用区間 L=4.4km

（H26.3供用(2/4))

東
広
島
市
八
本
松
町
宗
吉

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

は
ち
ほ
ん
ま
つ
ち
ょ
う
む
ね
よ
し

広
島
市
安
芸
区
上
瀬
野
町
上
瀬
野

ひ
ろ
し
ま

あ
き

か
み
せ
の
ち
ょ
う

か
み
せ
の

安
芸
郡
海
田
町
南
堀
川
町

あ

き

か
い
た
ち
ょ
う
み
な
み
ほ
り
か
わ
ま
ち

東広島バイパス L=9.6km
ひがしひろしま

安芸バイパス L=7.7km
あ き

至

岡
山
県

至

山
口
県

整備中区間（2/4）
(R4年度供用予定)

整備中区間（2/4）
(R4年度供用予定)

整備中区間（2/4） (R4年度供用予定)

区間

年度

都市計画決定

事業化

用地着手

海田ランプ供用

工事着手

海田東IC～中野IC（2/4車供用）

中野IC～瀬野西IC（2/4車供用）
平成25年度

中国地方整備局事業評価監視委員会にて、再評価を実施

平成28年度 中国地方整備局事業評価監視委員会にて、再評価を実施

令和2年度 中国地方整備局事業評価監視委員会にて、再評価を実施

平成18年度 都市計画変更（有料から無料による都市計画変更）

平成19年度 中国地方整備局事業評価監視委員会にて、再評価を実施

平成22年度 中国地方整備局事業評価監視委員会にて、再評価を実施

平成9年度

平成10年度

平成12年度

平成14年度 中国地方整備局事業評価監視委員会にて、再評価を実施

平成17年度

昭和57年度 用地着手

平成5年度 工事着手

平成7年度

平成8年度 都市計画変更（自動車専用道路へ変更）事
 

業
 

経
 

緯

海田町南堀川町～海田東IC 海田東IC～中野IC 中野IC～瀬野西IC 瀬野西IC～安芸区上瀬野 安芸区上瀬野～八本松IC

昭和49年度 都市計画決定

昭和50年度 事業化

かいた ほりかわ かいた ひがし かいたひがし なかの なかの せ の にし せ の にし あ き かみ せ の あ き かみ せ の はちほんまつ

•東広島バイパスは昭和50年度に事業着手し、平成10年度に海田ランプ、平成17年度に海田東IC～中野IC、平成25年
度に中野IC～瀬野西ICを供用している。安芸バイパスは平成7年度に事業着手している。
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

２．事業概要
（４）事業の進捗状況

•安芸バイパス及び東広島バイパスともに、令和4年度での暫定供用を目指して工事を推進している。
あ き ひがし ひろ しま

※構造物名は仮称

海田ランプ
供用区間
L=0.6km

(H10.9供用)

(H18.3供用(2/4))
暫定供用区間 L=2.7km 暫定供用区間 L=4.4km

至

岡
山
県

（H26.3供用(2/4))

東
広
島
市
八
本
松
町
宗
吉

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

は
ち
ほ
ん
ま
つ
ち
ょ
う
む
ね
よ
し

広
島
市
安
芸
区
上
瀬
野
町
上
瀬
野

ひ
ろ
し
ま

あ
き

か
み
せ
の
ち
ょ
う

か
み
せ
の

安
芸
郡
海
田
町
南
堀
川
町

あ

き

か
い
た
ち
ょ
う
み
な
み
ほ
り
か
わ
ま
ち

東広島バイパス L=9.6km
ひがしひろしま

安芸バイパス L=7.7km
あ き

①東広島バイパス

海田高架橋（仮称）から東広島方面を望む

②安芸バイパス

熊野川高架橋（仮称）から広島方面を望む

③安芸バイパス

上大山地区から東広島方面を望む

ひがしひろしま

東広島バイパス
あ き

安芸バイパス

用 地 99％ 99％

工 事 80％ 65％

全 体 86％ 69％

事業全体の進捗状況 ●事業全体の進捗状況（令和3年度末見込）

※完成事業費に
対する割合

写真①

写真①

写真②

写真③

写真② 写真③R3年10月撮影 R3年11月撮影R3年11月撮影

至

山
口
県

整備中区間（2/4）
(R4年度供用予定)

整備中区間（2/4）
(R4年度供用予定)

整備中区間（2/4）

(R4年度供用予定)
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

３．事業の必要性

課題①：並行路線等の交通混雑

①：救急医療活動の支援

≪整備効果≫（１）現状の課題

（２）道路整備により期待される効果

整備効果①：円滑な交通の確保による渋滞の緩和

整備効果①：高次医療施設への救急搬送活動の向上

課題②：並行路線等の交通事故 整備効果②：円滑な交通の確保による死傷事故の削減

②：空港利用促進・周辺地域活性化の支援 整備効果②：安定した移動の確保により、空港利用を促進

③：生産活動の効率化 整備効果③：配送時間の定時性確保による効率化

課題③：災害時の並行路線 整備効果③：安定的かつ円滑な地域間移動の確保
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

３．事業の必要性
（１）現状の課題（安芸バイパス・東広島バイパス）

バイパス未開通

バイパス未開通

・整備中である安芸バイパスに並行する国道2号や、東広島バイパスの端末部分に交通が集中し、速度低下が生じている。
・安芸バイパス、東広島バイパスの整備により、海田西ICから八本松ICまでの延長約17kmのバイパス本線が繋がり、円滑な
交通が確保され、渋滞の緩和が期待される。

区
間
別
速
度
（
上
り

）

(km/h)

区
間
別
速
度
（
下
り

）

100

80

60

40

20
0

(km/h)

大正交差点 小宇羅地交差点

志和インター入口交差点

溝迫交差点

東部流通団地北口交差点

志和インター入口(北)交差点

東広島バイパス L=9.6km
ひがしひろしま

安芸バイパス L=7.7km
あ き

たいしょう

とうぶりゅうつうだんちきたぐち

こ う ら じ

みぞさこ

しわ
しわ

至

岡
山

至

山
口

日の出町交差点
ひ でまち

上瀬野一丁目
かみ せ の

3,700m

3,000m

2,800m

主要渋滞箇所 R３.３月時点

100

80

60

40

20

0

100

80

60

40

20
0

100

80

60

40

20
0

資料/ETC2.0プローブデータR2.10（平日）上り7時台、下り17時台の平均値

国
道
2
号

東
広
島
バ
イ
パ
ス

国
道
2
号

東
広
島
バ
イ
パ
ス

溝迫交差点

溝迫交差点大正交差点

大正交差点

課題①並行路線等の交通混雑

至 広島市

至 東広島市

至 広島市

至 広島市

至 東広島市

R3年10月撮影（朝）

R3年10月撮影（朝）

R3年10月撮影（夕）

端末部で渋滞

凡 例

上りの20km以下の区間

下りの20km以下の区間

（7時台）

（17時台）

※ETC2.0プローブデータR2.10（平日）

上瀬野一丁目

上瀬野一丁目

バイパス端部を先頭に速度低下
海田東IC 瀬野西IC中野東IC中野IC

バイパス未開通
区間で速度低下

海田東IC 瀬野西IC中野東IC中野IC

写真①

写真②

写真③
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

３．事業の必要性
（１）現状の課題（安芸バイパス・東広島バイパス）

・安芸バイパス、東広島バイパスに並行する国道２号で発生した死傷事故は、渋滞等に起因する追突が約６割を占める。
・既に開通した東広島バイパスと並行する区間では、交通混雑の緩和に伴い死傷事故件数が約４割削減されていることか
ら、残るバイパスの整備により、更なる交通分散が図られ死傷事故の削減が期待される。

課題②並行路線等の交通事故

0
H22-H25 H28-R元

6%

5%

11%

5%

2%

2%

57%

56%

35%

10%

12%

25%

10%

9%

8%

4%

5%

4%

9%

8%

12%

1%

2%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東広島・安芸BP
並行区間

全国

（一般国道）

全国

（全路線）

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 右折時 左折時 その他車両相互 車両単独

（366件/4年）

（1,782,897 件/4年）

（405,955件/4年）

376

235

1

10

377

245

0

50

100

150

200

250

300

350

400
（件/4年）

BPに並行する国道２号の事故類型
死傷事故件数の推移

資料：交通事故・道路統合データベース資料：交通事故・道路統合データベース（H28-R1）

追突の発生割合は約6割と
全国平均を大きく上回る

資料：交通事故・道路統合データベース（H28-R1）

大正交差点
380.9件/億台キロ

合同庁舎入口交差点
163.3件/億台キロ

平原橋東詰交差点
198.1件/億台キロ

瀬野大橋東詰交差点
297.2件/億台キロ

志和インター入口交差点
195.4件/億台キロ

溝迫交差点
213.1件/億台キロ

安芸バイパス L=7.7km東広島バイパス L=9.6km

才の瀬橋交差点
171.2件/億台キロ

整備中区間（2/4） L=7.7km
(R4年度供用予定)

整備中区間（2/4）
(R4年度供用予定)

暫定供用区間 L=4.4km
（H26.3供用(2/4))(H18.3供用(2/4))

暫定供用区間
L=2.7km

整備中区間（2/4）
(R4年度供用予定)

海田ランプ
供用区間
L=0.6km

(H10.9供用)

安芸BP・東広島BPに並行する国道２号及び、BP開通区間の死傷事故率

死傷事故率 死亡事故
全国平均死傷事故率(R元)〔51.2件／億台キロ〕

【凡例】

地域の声

・朝ピーク時の渋滞を起因とした
追突事故が年に何回かある。
東広島・安芸バイパスの全線
開通により、渋滞が解消され
安全性の向上につながると思
う。

（R3.9 自動車部品メーカー ヒアリング結果）

約４割減少

瀬野西IC

上瀬野一丁目

東広島BP

（海田ランプ～瀬野西IC）

国道2号

（上瀬野一丁目～大正）

486

31
2

2

東広島市

安芸区

54

写真①

高速道路

都市高速道路

一般国道

県道・市道

-16-



一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

３．事業の必要性
（１）現状の課題（安芸バイパス・東広島バイパス）

課題③災害時の並行路線

安芸バイパス L=7.7km東広島バイパス L=9.6km

R3.8豪雨による影響（8/14昼の渋滞状況）

志和IC

広島東IC 西条IC

下り 5.5km
渋滞

上り 5.7km
渋滞

国道２号に
アクセスが集中

み
ぞ
さ
こ

溝
迫
交
差
点

【通常時】

〇〇分
【R3.8豪雨時】

２７分

５８分 (２７分)

通常時より倍以上

通常時：ETC2.0プローブデータ（R2.8/13～8/16平均1時台）
R3.8豪雨時：ETC2.0プローブデータ（R3.8/14～8/15平均1時台）

広島市-東広島市を結ぶ
高速道路が約38時間通行止め

R3.8豪雨時の所要時間

溝迫交差点

た
い
し
ょ
う

大
正
交
差
点

あ きひがしひろしま

大正交差点

至 広島市

至 東広島市

R3年8月14日昼撮影

R3年8月14日昼撮影

至 広島市

至 東広島市： 通行止め区間

【凡例】

： 通行止め箇所

安芸バイパス
東広島バイパス（凡例）

供用中

事業中

地域の声

（R3.9 物流企業 ヒアリング結果）

・令和3年の豪雨時には、広範囲な高速道路の通行止めにより、一般道路
が大渋滞し、メーカーなどの操業停止が発生した。
・天災時等であっても運行せざる終えず、事前に早朝・夜間から運行を開
始するが、状況が把握できず、従業者には過度の負担を強いられる。
・現状では、高速道路が一本しかないことが問題であると感じる。

写真①

写真②

・令和3年8月14日～15日にかけて豪雨の影響により、高速道路が通行止めとなり、東広島・安芸バイパス並行区間で渋
滞が発生。並行区間の所要時間が通常時の倍以上を要した。

・東広島・安芸バイパスの整備により、重層なリダンダンシーが構築され、安定的かつ円滑な地域間移動が期待される。
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

53

82

67

54 51 48 55

34

0

20

40

60

80

100

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

３．事業の必要性
（２）道路整備により期待される効果

※直接（陸路）搬送件数のみを対象とし集計
（R3.9 東広島市消防局アンケート調査結果）

至

山
口
県

地域の声

（R3.9 東広島市消防局 ヒアリング結果）

・陸路搬送の場合、広島市内の第三次救急医療施設

へは、山陽自動車道を利用しても搬送時間が概ね40

分程度かかることが課題である。

・災害等で山陽自動車道が使用できない場合、バイパ

スが整備されることで、広島市内の第三次救急医療

施設への搬送時間の短縮が期待できる。

県立広島病院

東広島市

消防局

東広島バイパス

延長9.6km

安芸バイパス

延長7.7km

至

岡
山
市

志和IC

西条IC
広島東IC

県立広島病院

東広島消防局

東広島市役所

・東広島市には第三次救急医療機関がないため、重篤疾患等の患者は広島市内へ搬送されている。
・安芸バイパス、東広島バイパスの整備により、広島市内の第三次救急医療機関への搬送の速達性が向上し、住民の安心
安全な暮らしを支援する。

①救急医療活動の支援

第三次救急医療施設への直接搬送件数

け
ん
り
つ
ひ
ろ
し
ま
び
ょ
う
い
ん

県
立
広
島
病
院 約7分

短縮

【整備後（将来）】

【現況】
山陽自動車道＋広島高速道路

安芸バイパス・東広島バイパス

約40分（41.2㎞）
ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま
し
や
く
し
ょ

東
広
島
市
役
所約33分（33.0㎞）

期待される道路の役割（効果）

<県立広島病院～東広島市役所間の所要時間>

現況：H27全国道路・街路交通情勢調査（規制速度）
整備後：現況+安芸バイパス・東広島バイパス(Ｖ＝70km/h)で計算

（件）

平均５６件/年

安芸バイパス
東広島バイパス（凡例）

供用中

事業中

現況ルート

整備後ルート
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

３．事業の必要性
（２）道路整備により期待される効果

山陽道利用（空港バス）の運休状況

②空港利用促進・周辺地域活性化の支援

※H30は7月豪雨の影響

安芸バイパス

延長 7.7km

広島空港

広島市
中心部

事故・渋滞等が多発区間（山陽道）

空港～広島間の
アクセス強化が期待

東広島バイパス

延長 9.6km

事故・渋滞等が多発区間

（現道2号）

写真② R3年8月撮影

写真③

上瀬野一丁目

写真③

写真②

至

岡
山

写真①

写真①

R3年8月撮影

・広島空港利用者の約５割は発着地が広島市内であり、山陽自動車道等の道路利用は約８割を占めている。
・山陽自動車道の渋滞や通行止めにより、H26～H29にかけて約300便/年の空港バスが運休を余儀なくされている。
・バイパスの整備により、迂回路の速達性・定時性が確保され、空港利用促進・周辺地域活性化を支援する。

・航空旅客586万人を将来目標と掲げる
中で、航空路線誘致・空港利用促進の
ため、広島都市圏とのアクセス機能強
化が最重要である。
・アクセス性強化による信頼性の向上に
加え、首都圏からの移動時間の短縮や
料金負担低減効果が見込まれる。

（R3.9 航空関連会社 ヒアリング結果）

1,426

377
296305

371

86 107

R3年10月撮影（朝）

至 広島市

至 東広島市

至 東広島市

至 広島市

至 広島市

至 東広島市

山陽道通行止めの影響による渋滞の状況① 山陽道通行止めの影響による渋滞の状況②

年間300便前後が渋滞や

通行止めにより迂回

（資料/H26-H28：第1回空港経営改革推進委員会資料より抜粋
H29-R02：広島県空港振興課）

凡 例

開通前
（山陽自動車道経由ルート）

開通後
（東広島・安芸BP経由ルート）

安芸バイパス
東広島バイパス（凡例）

供用中

事業中
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

３．事業の必要性
（２）道路整備により期待される効果

至

山
口

東広島市

よ し か わ

東広島市役所

自動車
工場

至

岡
山

東広島バイパス

L= 9.6km

安芸バイパス

L= 7.7km

志和IC

西尾IC

高屋JCT・IC

大正交差点

部品輸送ルートにおける所要時間差

最大約21分差

〔溝迫交差点～仁保JCT区間〕

17分 21分
18分

16分

（時台）

（分）

③生産活動の効率化

（R3.9 大手自動車メーカー ヒアリング結果）

地域の声

バイパスにより約30分短縮/(1便)

80便稼働するので1日延べ約40時間短縮

トラック1台あたり約８時間稼働すると、
1日約５台分の削減

時間短縮に伴う物流効率化（試算）

広島市内自動車工場 東広島市内部品工場

（資料/大手自動車メーカーの便数情報をもとに試算）

・東広島市には大手自動車メーカーの関連事業所が集積しており、近年、東広島市内の産業団地が造成されたことに伴い、
自動車関連事業所への投資が増加している。

・広島市の工場へ部品輸送を日々行っているが、朝、夕の混雑時は時間に余裕を見込んだ早めの運行をする等、非効率と
なっており、バイパスの整備により生産活動の効率化支援が期待される。

東広島市内産業団地への投資企業推移

※増設も含む
資料：東広島市提供資料

広島市役所

2
6 8

13

21
25 26

29 31
36 38

42

51

57

66

74

83

0

20

40

60

80

100

H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2

H26.3
中野～瀬野西間
暫定開通

H18.3
海田東～中野間
暫定開通

（件）

・東広島方面からの朝夕ピーク時の輸
送は、渋滞があるため早め早めの運
行を余儀なくされている。
・バイパス整備によって、計画的なトラ
ック運行ができるようになり、無駄な
時間が無くなるため、トラック回転数（
1台あたりの便数）を向上させることが
できる。

（資料/ ETC2.0プローブデータR2.10_平日平均） ※最大値・最小値は上記から5％を除いた値

溝迫交差点

仁保JCT

広島市

※必ずしも完成自動車宇品工場と
の取引を示すものではない

東広島市内の

輸送機械器具運送業※

資料/地域経済分析システム

海田東IC
かいた ひがし

中野IC
な か の

瀬野西IC
せ の に し

安芸バイパス
東広島バイパス（凡例）

供用中

事業中
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

４．コスト増加の要因

項 目 増 額 費 用 備 考

（１）地質リスクによる変更 ５６億円

①落石および崩土対策の追加
②法面構造の変更
③擁壁基礎地盤改良の施工方法の変更
④盛土材料の土質改良費の追加

（２）技術基準、ガイドライン改定等による変更 ９億円 ①ブロック積擁壁の補強土壁等への変更

合 計 ６５億円

•安芸バイパス 総事業費（増額後）： ６８０億円 今回増額：６５億円（約１１％増）
•東広島バイパス 総事業費（増額後）：１，２４０億円 今回増額：３５億円（約３％増）

■安芸バイパスにおけるコスト増額要因

項 目 増 額 費 用 備 考

（１）地質リスクによる変更 １３億円
①落石および崩土対策の追加
③擁壁基礎地盤改良の施工方法の変更

（２）技術基準、ガイドライン改定等による変更 ４億円 ①ブロック積擁壁の補強土壁等への変更

（３）自然条件、現地状況に対応した構造・工法の見直し １８億円
①剥落防止対策の追加
②遮音壁の材質変更

合 計 ３５億円

■東広島バイパスにおけるコスト増額要因
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

４．コスト増加の要因
（１）地質リスクによる変更

①落石および崩土対策の追加

・事業区間の法面背後において、令和2年7月の大雨により、落石や崩土を確認した。
全線において現地調査を実施した結果、落石・崩土の危険が確認された。そのため、落石対策工を追加する必要が生じた。

約３０億円の増額

安芸バイパス L＝7.7km

瀬野東IC
（仮称）

上瀬野IC
（仮称）

八本松IC
（仮称）

E2

安芸区

東広島市

志和IC

海田東IC

東広島バイパス L＝9.6km

海田西IC

中野IC

中野東IC

瀬野西IC

安芸区

府中町

対策工断面図

落石防護柵

落石防護柵

落石防止網

位置図

安芸バイパス

東広島バイパス

〇安芸バイパス
・落石対策工 N=5箇所 約２５億円増額

〇東広島バイパス
・落石対策工 N=1箇所 約５億円増額

落石および崩土対策の追加 内訳

令和2年7月豪雨の
影響による落石を確認 落石対策工

の追加

＜令和２年７月豪雨の影響による落石状況＞

対策工断面図

落石防止網

支柱用アンカー

対策必要箇所：6箇所
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

対策必要箇所：1箇所

鉄筋挿入工

切土
軟岩

Ａ－Ａ土砂
法 枠 工

安芸バイパス L＝7.7km

瀬野東IC
（仮称）

上瀬野IC
（仮称）

八本松IC
（仮称）

E2

安芸区

東広島市

志和IC

４．コスト増加の要因
（１）地質リスクによる変更

②法面構造の変更

・上瀬野南地区において、令和2年7月の大雨により、法面の表層崩壊が数カ所で発生したため、現地調査を実施した
結果、表層崩壊に対して脆弱な地質であることが判明した。

・表層崩壊を防止するため、法枠工と鉄筋挿入工を追加する必要が生じた。

約１８億円の増額

法面対策工崩落した岩片

位置図

〇安芸バイパス
・法 枠 工 約25,000㎡ 約１４億円増額
・鉄筋挿入工 約12,500本 約４億円増額

法面構造の変更の追加 内訳

<切土法面における表層崩落・クラック発生状況>

法枠工

<法面対策イメージ>

表層崩壊に対して脆弱な地質

表層崩壊防止
の対策が必要

平面図

Ａ

Ａ

法面対策工
実施個所

破砕質岩盤

クラック

令和２年７月豪雨
により、表層崩壊
が発生した。
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

安芸バイパス L＝7.7km

瀬野東IC
（仮称）

上瀬野IC
（仮称） 八本松IC

（仮称）

E2

安芸区

東広島市

志和IC

海田東IC

東広島バイパス L＝9.6km

海田西IC

中野IC

中野東IC

瀬野西IC

安芸区

府中町

対策必要箇所：2箇所

中層混合処理

擁壁

(転石の多い崖錐層)

転石除去後
中層混合処理

擁壁

４．コスト増加の要因
（１）地質リスクによる変更

③擁壁基礎地盤改良の施工方法の変更

・擁壁基礎の地盤改良（中層混合処理工法）について、試掘調査等の結果、崖錐中に巨石や転石が多く含まれていることが
確認されたため、オールケーシングによる転石除去を行う必要が生じた。

〇安芸バイパス
・オールケーシングによる転石除去

約200m 約５億円増額

〇東広島バイパス
・オールケーシングによる転石除去

約330m 約８億円増額

擁壁基礎地盤改良の施工方法の変更 内訳
位置図

約１３億円の増額

当初 変更

中層混合処理工法
オールケーシング+中層混合処理工法

転石除去施工
イメージ

オールケーシングによる巨石や転石除去

施工状況

中層混合処理は巨石や転石
を含む地層では実施不可

ケーシング
チューブ内で掘削

ケーシングチューブ

最大2m程度の転石を確認

試掘結果より、巨石や転石が
多く含まれることを確認

八本松駅

中野東駅

安芸中野駅

瀬野駅

海田市駅
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

安芸バイパス L＝7.7km

八本松駅

瀬野東IC
（仮称）

上瀬野IC
（仮称） 八本松IC

（仮称）

瀬野駅

E2

安芸区

東広島市

志和IC

対策必要箇所：1箇所

４．コスト増加の要因
（１）地質リスクによる変更

④盛土材料の土質改良費の追加

・工事に着手したところ、掘削した土（切土）の一部が盛土材として適さない土であることが判明したため、土質改良を行った
うえで使用する必要が生じた。

〇安芸バイパス
・定置式プラント方式 約70,000㎥ 約８億円増額

盛土材料の土質改良費の追加 内訳

●作業効率を考慮し、土質改良は定置式プラント方式を採用

含水比の高い土のイメージ

改良せずそのまま使用すると、盛土の安
全率を満足せず、盛土が不安定となる。

約８億円の増額

盛土材として使用する採掘土

試験結果より含水比が高い土と判明

⇒盛土材として適さない

切土区間

車道部

切土
地山

運搬

盛土

車道部

（追加）土質改良
盛土区間

切土で発生した土を
盛土で使用

改良材を混合

改良土を運搬

位置図
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

対策必要箇所：4箇所

安芸バイパス L＝7.7km

瀬野東IC
（仮称）

上瀬野IC
（仮称）

八本松IC
（仮称）

E2

安芸区

東広島市

志和IC

海田東IC

東広島バイパス L＝9.6km

海田西IC

中野IC

中野東IC

瀬野西IC

安芸区

府中町

４．コスト増加の要因
（２）技術基準、ガイドライン改定等による変更

①ブロック積擁壁の補強土壁等への変更

・平成27年3月に制定された「道路土工構造物技術基準」に基づき、ブロック積擁壁等の経験的手法による構造ではなく、
要求性能に基づいた設計手法により擁壁構造を見直した。

約１３億円の増額

位置図

〇安芸バイパス ・補強土壁等への変更 N=14箇所 約9億円増額 〇東広島バイパス ・補強土壁等への変更 N=4箇所 約4億円増額

ブロック積擁壁の補強土壁等への変更の追加 内訳

瀬野西IC
OFFランプ

瀬野西IC
ONランプ

本線

瀬野西IC
OFFランプ

瀬野西IC
ONランプ

本線
【当初】ブロック積擁壁 【変更】補強土壁

変更前(ブロック積)

変更後(補強土壁)

設計見直し
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

海田東IC

東広島バイパス L＝9.6km

海田西IC

中野IC

中野東IC

瀬野西IC

安芸区

府中町

鉄道・交差点部 俯角75°

交差道路
県道矢野海田線

（上り線)
県道矢野海田線

（下り線)

縦断図

東広島
バイパス

県道矢野海田線(下り線)

県道矢野海田線(上り線)

平面図

剥落防止対策 当初計画範囲
鉄道、交差点部に設置

平面図

下部工
剥落防止対策

上部工
剥落防止対策

断面図

東広島
バイパス

県道矢野海田線(下り線)

県道矢野海田線(上り線)

剥落防止対策 追加範囲
県道から75°の範囲に設置

至

山
口

至

岡
山

東広島バイパス

剥落防止対策 追加範囲
県道から75°の範囲に設置

剥落防止対策 当初計画範囲
鉄道、交差道路の箇所に設置

上部工対策面積：7,000m2

下部工対策面積： 0m2 上部工対策面積：30,000m2

下部工対策面積： 3,300m2

①剥落防止対策の追加

４．コスト増加の要因
（３）自然条件、現地状況に対応した構造・工法の見直し

・当該事業の橋梁において、平成２９年１1月に改定された道路橋示方書に基づき、剥落防止対策工の必要範囲を見直した
結果、剥落防止対策工の数量を追加する必要が生じた。

位置図 平面図

県道矢野海田線
（上り線)

県道矢野海田線
（下り線)

75° 75°

当初 変更

鉄道・交差点部 俯角75°

交差道路

断面図 縦断図

断面図

剥落防止対策の
範囲を見直し

約７億円の増額

※橋脚は当初対策なし

(連続繊維シート)

〇東広島バイパス
・上部工対策 約7,000㎡ → 約30,000㎡ 約６億円増額
・下部工対策 0㎡ → 約3,300㎡ 約１億円増額

剥落防止対策の追加 内訳

(連続繊維シート)

対策必要箇所：１箇所
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

海田東IC

東広島バイパス L＝9.6km

海田西IC

中野IC

中野東IC

瀬野西IC

安芸区

府中町

②遮音壁の材質変更

遮音壁(北側：通常板から透明板に変更) 設置延長 L=1,872m

至

山
口

至

岡
山

４．コスト増加の要因
（３）自然条件、現地状況に対応した構造・工法の見直し

東広島バイパス(海田高架橋)

遮音壁
（南側は通常板)

(当初から変更なし)

遮音壁
(北側は日照影響を

考慮して透明板に変更)

東広島バイパス

日照評価基準（2階高さ）

位置図

平面図

断面図

〇東広島バイパス ・遮音壁（北側）透明板 約1,870m 約１１億円増額

遮音壁の材質変更の追加 内訳

・海田高架橋に設置する遮音壁について現地調査を実施し、周辺民家への日照影響を考慮して、詳細設計を実施した。
・日照評価基準(2階高さ)に基づき、遮音壁の遮音パネルを通常板から日照を阻害しない透明板に変更した。

約１１億円の増額

対策必要箇所：１箇所
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

海田1号橋 橋長 L=633.5ｍ

当初 変更

側面図

約３億円の縮減

５．コスト縮減に対する取り組み

※コスト縮減は海田高架橋全橋が対象
図面は海田1号橋を抜粋

【海田高架橋】

対策概要

分散支承イメージ

•従来の支承形式に対し、支承部で地震エネルギーを効率的に吸収可能な免震支承を採用。
•免震支承を採用することで支承部材のコスト縮減を実現。

免震支承の採用

分散支承

免震支承イメージ

免震支承
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一般国道２号 安芸バイパス

東広島バイパス

あ き

ひがしひろしま

６．今回のとりまとめ結果
（1）安芸バイパス

◆３便益による費用便益比
項 目 全体事業 残事業

費用（C） 863 234

事業費 799 170

維持管理費 63 63

便益額（B） 3,539 3,539

走行時間短縮便益 2,971 2,971

走行経費減少便益 482 482

交通事故減少便益 86 86

費用便益比 4.1 15.1

（億円）

◆道路の役割
■道路の役割（＋α）

①環境への影響を考慮した効果［約51.5千㌧/年のCO2削減］
安芸バイパス・東広島バイパス整備に伴う速度向上による地球環境（CO2）の改善効果を算定

②物流の効率化［例）広島港～東広島市役所までの所要時間短縮約18分］［67分→49分］
③地域連携ネットワークの形成［例）広島市役所～東広島市役所までの所要時間短縮約18分］［71分→53分］
④高次医療施設への救急搬送[県立広島病院～東広島市役所までの所要時間短縮約19分]［68分→49分］

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮さ
れる効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善さ
れることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費
タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減
少効果を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

・地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については、従来の3便益に加えて、「地域から期待される道路の役割」等を
整理。

◆まとめ

計画交通量 総事業費 総費用(C) ３便益(B)
費用対効果(B/C)
（ ）内は残事業B/C

61,000台／日～64,600台/日 約680億円 863億円 3,539億円 4.1（15.1）
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６．今回のとりまとめ結果
（2）東広島バイパス

◆３便益による費用便益比
項 目 全体事業 残事業

費用（C） 2,167 184

事業費 2,087 135

維持管理費 80 49

便益額（B） 5,180 2,678

走行時間短縮便益 4,424 2,426

走行経費減少便益 621 214

交通事故減少便益 135 37

費用便益比 2.4 14.5

（億円）

◆道路の役割

・地域からの要望等を踏まえ、道路の役割については、従来の3便益に加えて、「地域から期待される道路の役割」等を
整理。

便益計測対象項目 内 容

走行時間短縮便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行時間が短縮さ
れる効果を貨幣価値として算出したもの。

走行経費減少便益 周辺道路も含め、道路整備によって走行条件が改善さ
れることによる走行に必要な経費（燃料費、オイル費
タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費）の減
少効果を対象として算出したもの。
なお、走行時間に含まれない経費を対象として算出し
ている。

交通事故減少便益 周辺道路も含め、道路整備による交通量等の変化に伴
う、交通事故による社会的損失（運転者、同乗者、歩
行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受け
る車両や構築物に関する物的損害額等）が減少する効
果を貨幣価値として算出したもの。

■道路の役割（＋α）

①環境への影響を考慮した効果［約59.4千㌧/年のCO2削減］
安芸バイパス・東広島バイパス整備に伴う速度向上による地球環境（CO2）の改善効果を算定

②物流の効率化［例）広島港～東広島市役所までの所要時間短縮約18分］［67分→49分］
③地域連携ネットワークの形成［例）広島市役所～東広島市役所までの所要時間短縮約18分］［71分→53分］
④高次医療施設への救急搬送[県立広島病院～東広島市役所までの所要時間短縮約19分]［68分→49分］

◆まとめ

計画交通量 総事業費 総費用(C) ３便益(B)
費用対効果(B/C)
（ ）内は残事業B/C

55,200台／日～68,400台/日 約1,240億円 2,167億円 5,180億円 2.4（14.5）
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〈参考資料〉
（1）安芸バイパス

前回再評価
（R2年度）

今回再評価
（R3年度）

備 考
（前回評価時からの主な変更点）

事業諸元 L=7.7km L=7.7km

計画交通量
61,000～64,600

台/日
61,000～64,600

台/日

総事業費 約615億円 約680億円
・地質リスクによる変更
・技術基準、ガイドライン改定等による変更

総費用
（C）

755億円 863億円
・総事業費の増加
・基準年の変更

総便益
（B）

3,662億円 3,539億円 基準年の変更

費用対効果
（B/C）

4.9 4.1 総費用及び総便益を見直したため

◆前回評価時との比較
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〈参考資料〉
（2）東広島バイパス

前回再評価
（R2年度）

今回再評価
（R3年度）

備 考
（前回評価時からの主な変更点）

事業諸元 L=9.6km L=9.6km

計画交通量
55,200～68,400

台/日
55,200～68,400

台/日

総事業費 約1,205億円 約1,240億円
・地質リスクによる変更
・技術基準、ガイドライン改定等による変更
・自然条件、現地状況に対応した構造・工法の見直し

総費用
（C）

2,019億円 2,167億円
・総事業費の増加
・基準年の変更

総便益
（B）

5,251億円 5,180億円 基準年の変更

費用対効果
（B/C）

2.6 2.4 総費用及び総便益を見直したため

◆前回評価時との比較
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一般国道２号 東広島バイパス

〔広島県への意見照会と回答〕

〔広島市への意見照会と回答〕
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